
 

2024 年８月９日 

各      位 

会 社 名  株式会社 デジタルホールディングス 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長   野 内  敦 

  （コード番号 2389 東証プライム市場） 

電 話  ０ ３ － ５ ７ ４ ５ － ３ ６ １ １ 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

本日開催の取締役会において 2024 年３月 28日に公表した 2024 年 12 月期通期連結業績予想につ

いて、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正（2024 年１月１日～12月 31 日） 

（単位：百万円）  

 

収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

前回発表予想（A) 16,100 1,140 1,760 850 

今回修正予想（B) 15,400 490 1,580 1,300 

増減額（B-A) △700 △650 △180 450 

増減率 (B/A) △5.3％ △20.5％ 317.8％ 447.0％ 

(ご参考)前期実績 

2023 年 12 月期実績 
16,264 616 378 237 

 

２．修正の理由 

 当社の事業は、Marketing 事業、Financial Services 事業、Investment 事業の３つで構成されてお

ります。 

 Marketing 事業においては、計画に対して概ね想定の範囲内で進捗しております。しかしながら、

Financial Services 事業においては、注力している取引社数拡大については概ね想定の範囲内で進

捗しているものの、2024 年中間連結会計期間に、特定顧客において貸倒引当金を計上したこと、加え

て、更なる事業の成長に向けて、事業戦略の再構築を行うことを意思決定したこと等を踏まえ、期初

に計画した事業計画の見直しを行った影響により、売上高・営業利益・経常利益が前回予想を下回る

見通しとなりました。 

 一方で、本日公表の「営業外収益の計上に関するお知らせ」のとおり、Investment 事業において、

営業外収益約 470 百万円を計上、また子会社の吸収合併により繰越欠損金の税効果を計上している影

響により、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回る見通しとなりましたため、現時点で

合理的に見積もれる範囲内で業績予想の修正をしております。 

以上 



 

（注）本資料に記載されている業績予想などの将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情

報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成しており、実際の決算数値と異なる可

能性があります。 


